




















































































































































































表 3 ニュースの型 1（事故一飛行機事故）
1. リ｝ド（事故の概要）




























































































































































































































































































































































































































































































ス SJと「最終テスト」の相関係数が高いので，両者の散布図を作成した（図 1,2）.図 1,2には
回帰直線を図示した．「ニュース SJの「講義テスト」にたいする t値は 8.22で， 1%有意であ




ニュース 1とニュース 5の相関係数は0.40と低く， 提出2とニユ｝ス 5の係数値が 0.61であ
表 6 相関係数
変数 ニュー ス 1ニユ｝ス 5講義テスト 提出 1 提出 2 プレ｝スメン最終テストトテスト
ニュ｝ス 1 1.0000 0.4074 0 .4789 -0.2117 0.0346 0. 5310 0.2022 
ニュー ス 5 0.4074 1.0000 0.8039 0.2103 0.6147 0.3003 0.7381 
講義テスト 0.4789 0.8039 1.0000 0.1676 0.4289 0.4620 0.5728 
提出 1 -0.2117 0.2103 0.1676 1.0000 0.3450 -0.2869 0.3995 
提出 2 0.0346 0.6147 0.4289 0.3450 1.0000 -0.0654 0.5406 
プレ｝スメント 0. 5310 0. 3003 0.4620 -0.2869 -0.0654 1.0000 0.2779 テスト
最終テスト 0.2022 0.7381 0.5728 0.3995 0.5406 0.2779 1.0000 
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